
【翻訳】

『カ リキュラムのための指針(歴 史 ・地理 ・社会分野)』

イタ リアにおける歴史教育 ・地理教育の現状一一

徳 永 俊 太

は じめ に

本 稿 は 、 イ タ リア の 教 育 ・大 学 ・研 究 省(Ministero

delrlstruzione,den'UniversityedellaRicerca)1が2007年

に公 布 した 『カ リキ ュ ラ ム の た め の 指 針 』(lndicazioni

peritcurricolo)の うち 、 下 記 の 図 に示 す 第 一 サ イ クル

(義 務 教 育 期 間)の も の2の 中 か ら歴 史 ・地 理 ・社 会 分

野(AreaStorico-Geografico-Sociale)を 翻 訳 した もの で あ

る。
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図1イ タ リアの公教育制度

出展:教 育 ・大学 ・研究省のHPを も とに筆者作成

歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野

序 文

歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野 は 、 空 間 と時 間 の 中 で 人 間 社

会 の研 究 に 従 事 す る科 学 に よ って 構 成 され て い る。 歴

史(LaStoria)、 地 理(laGeografia)、 そ して 社 会 科 学(le

Scienzesociali)は 、そ れ らの 間 で 密 接 に 関 連 しあ い 、初

等 と中等の間での継続性 も持 っている。

その中では、社会科学 と関連 したテーマに別れてい

る。それ らの目的は、社会的に活発で空間的に多様な

現代性 と同時代性に関する問題について、初等学校の

教員においても構造化された道筋を構築可能にするこ

とである。この分野における中心的な目標の一つが活

動的な市民性(cittadinanza)に関連するコン ピテンスの

発達であるが故に、現代社会において恒常的に開かれ

ているとい うことは必要 となるのである。すなわち、

社会における共生のためのルールの重要性 とそれを遵

守する必要性の理解、人間の権利を保障することによ

って組織 された領域 コミュニティの一部であるという

自覚、憲法の基本的な原理 と国会体制の主要な様相に

ついての知識、国際会議によって承認 された人間の権

利に関す る知識である。

他の面では、古代社会との継続的な関係 を、歴史遺

産、芸術遺産、文化遺産の学習によって保障 していく。

第一中等学校においても、こうした手段によって先史

時代 と古代の重要性 を取 り戻す ことが可能 になる。

歴史 ・地理 ・社会分野は、他の教科 との連携に対 し

て開かれている。実際、この分野では、他 と全ての教

科 と共有す る日常、数字、芸術の言葉に加 えて、地理

的な言語を活用することを生徒は学ぶ。それは、視覚 ・

空間的な理解の図式的な表現である。続いて、領域的

なシステムと歴史/社 会的な現象の記述 と解釈のため

に、図表 とモデルを使 うことを学習する。

教授 ・学習過程は、生徒 を参加させなが ら自問自答

させるものとして着想され、現代性固有の問題 と重要

な知識を根に持つ。それは、学習過程の出発点 と到達

点として、生徒の知識 と経験を考慮にいれるのである。

それは、多様化 した道具によって発展する。すなわち、

教科書、多様な種類の資料、地図帳、一般向けの歴史
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テキス トと科学的な歴史テキス ト、マスメデ ィア、マ

ルチメディア、環境 と領域、歴史/芸 術遺産である。

この形成過程において、講義および伝統的な教材 ・教

具は、伝統的 とい うよ りは最近のものである、しかし

同等 に例 と 「よい実践」が豊富なラボラ トー リオの時

間 と組み合わ される。合意 と参加に基づ くこの教授 ・

学習 によって、生徒が専門的 ・科学的な作業の成果を

評価できるようにするのである。そ うすることで、国、

ヨー ロッパ、世界の歴史は今 日の社会生活における問

題を理解 し、それと対峙す るのを助 けるものであるこ

とを、生徒は気付くのである。

歴史科(Storia)

序文

歴史科の目標は、過去自身が私たちに残 してくれた

証拠 と遺物を研究することから始めて、人間の過去を

理解 ・説明することである。歴史的な知識は、観点 と

多様な方法論上のアプ ローチ(歴 史学的、考古学的、

地理学的など)と の絶え間ない対話 を通 して、形成 ・

発展するものである。生徒にイタリア、ヨーロソバ、

世界の歴史の形成過程を知 らせ、歴史的な記憶 と国に

よる遺産が どの ように形成 されたのかを理解させ るが

故に、歴史科の学習は国の市民教育に貢献することに

なる。同時に、資料と得 られた知識を解釈する能力に

基づいた 「批判的習性」の形成を、歴史科は生徒の中

にもたらすのである。

近年、実際には、過去、特に記憶、アイデンティテ

ィー、起源に関するテーマが、公共の論点と歴史にお

けるメディアを強く特徴付けてきた。このような文脈

において、歴史 ・社会科学の批判的な道具を使いこな

すことは、歴史が手段 として、もしくは適切でない形

で使われることを避けることができる。 さらに、多民

族 ・多文化社会の形成は、それ自身 とともに、歴史科

を研究としての教科か ら多様なアイデンティティーの

表現の場に変質 させる傾向を伴ってお り、それは科学

的な特徴を損ない、カ リキュラムの形成効果 を減ずる

危険性をも伴 っている。 このような理由から、まさに

歴史は、人類 という単一性から出発 して、この惑星に

住む ようになった人間集団の多様性を論 じるための し

っか りとした基礎 を提供するものだ、と強調するのが

適切である。 この領域では、様々な場所に由来を持つ

全ての生徒にとって不可欠な知識 に関する問題の論述

が中心となる。すなわち、新石器時代から産業革命へ、

領域の歴史からグローバル化の進展の歴史である。

さらに、イタリアとヨーロッパの歴史に関する本質

的な事実に対して批判的な論述をすることは、この文

脈では非常に望ましいことであるし、多分化 ・多民族

社会の多様な構成員間の対話に到達す るための有用な

基礎を構成 し、アイデンティテ ィー と異文化とい うテ

ーマにおける晴れやかで教育的な論議に向けて学校を

開かせることができる。

実際に、 ヨーロッパ とイタリアの歴史は、定住が始

まったもっとも古い段階から、人間 と文化の絶え間な

い混合を見せてきた。その原動力は、その発展 一原始

時代の最初の組織 された社会から、ギリシャとフェニ

キアによる植民地化、ローマ帝国によって実現 された

地中海の統一まで 一において、地中海世界の人々とヨ

ーロッパ大陸の人々、アフ リカ大陸の人々によって確

立された深い交錯 として理解す ることができる。中世

に関する最近の研究は、開放的で包括的な社会の形成

を証明 してお り、その中では多様な文化と民族の貢献

によって、封建制度や近代国家に比する、特 に効果的

な領土の政治体制が出現 した。このような基盤の上に、

中世 と近代の都市が発達 し、キリス ト教文明の誕生 ・

流布か ら人文主義 とルネ ッサンスの登場、科学革命 と

啓蒙主義の文化人 といった、最初にヨーロッパで、次

に世界で起こった事件が発展 したのである。

このよ うな点において、イン ドや中国と同様に、ヨ

ーロッパは非常に個性的な経済 ・文化圏を形成 し
、時

には平和 と交易、時には暴力と征服が行われた近代世

界と現代世界の発展性 によって特徴付けられたのであ

る。それ故に、私たちの社会において 自らを対処する

ためには、この歴史の基本的な様相に関する知識が必

要不可欠 となる。このような様相の中から、1800年 代

における国家の形成の重要性、特別な関心 とともにイ

タリア国家の形成の重要性が強調 される。このような

歴史を学習する方法は、現代という次元にまるごと押

しつぶされている問題 に対する歴史的な基礎を構築す

る機会を生徒に提供す る。過去 と現在 とい う二つの極

は、カ リキュラムの中で同じような重要性 を持つべき

であるし、継続的に言及され ることが好ま しい。

しか しなが ら、現代世界の分析は、教育的に重要な
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分野である。世界大戦、ファシズム、共産主義、自由

民主主義、脱植民地化、経済 ・社会 ・政治 ・文化の複

合的な変遷が、現在の世界を特徴付けている。市民性、

現在の世界の複雑性の中で自らを対処する能力、未来

を構築する能力 といった目標を達成す るとい う観点か

ら見たとき、EUの 誕 生、イタリア共和国の誕生 と変

遷は決め手 となると考えられるべきである。 こうした

理由から、カ リキュラムの最後の学年は、1900年 代 の

歴史の学習のために確保 される。

歴史の複雑性は、カ リキュラムの逃れ られない背景

である。それは、複雑性を構成する主体の多様な性質

(性、財産、社会的集団、宗教、国家な ど)に も由来

するし、個人の国際的な介入にも由来するし、規模や

視点の多重性にも由来す る。これ らから出発すること

によって、複雑性は再構築され うるのである。複数の

教育方法は、教育の多様な手段 として実践 され うるも

のであり、教科の特徴 と合致 した回答のよ うに思われ

る。生徒は、社会 と対峙すること、時間的 ・地理的な

広が りを持つ事実を学習することを学ぶ。時期を理解

するために、伝記や寓話を読む。戦争や経済サイ クル

の動きを発見するために、あるいは学習 した知識に体

系性 を与えるために、歴史上の出来事を学習 し、年代

順の記述 を使 うことを習得する。本か ら学ぶ と同時に、

具体的な要素を直接観察す ることか らも学ぶ。城壁、

広場、工場、教会などである。いかなるときも、多様

な時間的 ・空間的な尺度を学習 ・活用 しなければなら

ない。

この複雑性のために、多様な学習段階に適 した活動

と知識の進展が分か り、初等学校から第一中等学校の

間の様々な学習課題を提供するよ うな整理 された過程

の表現が、この教科には求められ るのである。最初の

教育段階においては、歴史的な思考の基礎 となる概念

の形成に気を配 り、近くで実行できるよ うな地域史の

様子に触れつつ、生徒が理解 ・利用できる形で提示で

きるのであれば、先史時代から私達の時代までの時間

的 ・空間的に遠い歴史の事実や話にも触れる。何千年

にお よぶ伝統の中で、子 どもが過去の知識に近づ くた

めに貴重な資源 となる魅力的な話を、歴史学は積み重

ねてきた。歴史の体系的 ・通事的な知識は、初等学校

の最後の2年 間 と中等学校の最後の間で実現 される。

先史時代、原史時代、古代世界の社会における社会的、

文化的、物質的な生活の様子に子 どもを引き付けるこ

とに焦点 を合わせることから始めて、生徒の能力が上

がるにつれて、より複雑な過程を伴 う学習へと進んで

い く。初等 と中等を区切るのは、西洋におけるローマ

帝国の崩壊になる。一方で、第一中等学校の最初の2

年 間では、古代末期から1800年 代末までを扱 う。

1初等学校修了時におけるコンピテンス発達の到達則

生徒は自身の生活領域における過去の重要

な要素を知る。

先史時代、原史時代、古代の基本的な側面

について知る。

事実や時代 を配置す るために、時間の線を

使 う。

ギ リシャやmマ のといった学習 した社会

について知 り、人間のグループと空間的 な文

脈 との関係 を特定する。

簡単なカテ ゴリー(食 物、保護、文化)を

テーマ化 して使用 し、知識を組織す る。

簡単な歴史のテ キス トを生み出 し、提示さ

れた歴史のテキス トを理解する。教師の指導

の下に、地理 ・歴史のカー ドを使い、情報処

理の道具を使 い始 める。

学習 した事実を語ることができる。

現在居 る領域の歴史的な足跡を認識 し、芸

術遺産 と文化遺産の重要性を把握す る。

初等学校3年 生の修了時における学習の目標

情報の組織

一活動 と体験 した事実 ・語 られた事実を図 と言葉を

使 って表現する。時間の持続を定義す る。時間の

計測 のための取 り決め られ た道具の機能 と使用

方法について知る。

一連続の関係および同時代性の関係
、時間の周期 、

変化、事象における永続、経験について知る。

歴史資料の使用
一足跡を特定し、それを個人の過去、家族の過去、

所属する共同体の過去に関する知識を抽出する

ための資料として使用する

一地域やそ うでない過去のいくつかの時期におけ

る簡単な知識を、多様な資料から抽出する。
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概念的な道具 と知識

一歴史の基本的な概念の構築に到達する。家族、グ

ループ、ルール、農業、領域、生産な ど。

一重要 な社会の見取 り図の中で獲得 した知識 を組

織する。(社 会上の生活、政治上の生活、経済上

の生活、芸術上の生活、宗教上の生活など)

一空間 ・時間において距離のある多様な歴史 ・社会

の見取 り図の間にある類似 と相違を特定す る。

蛙

一線描の駆使、物語 ること、線画な どを使い、学習

した知識 と概念を表現する。

初等学校の5年 生修了時における学習の目標

歴史資料の使用

一歴史的な事象を理解するために有益である多様

な性質を持つ歴史資料から情報を抽出する。

一歴史 ・社会の見取り図の中に、今生きている領域

の過去の形跡と証拠を関連づけて表現する。

情報の組織

一学習 した文明の歴史の見取り図を比較す る。

一学習した知識を表現するために、年代順の記述と

歴史/地 理のカー ドを使用す る。

概念的な道具 と知識

一西洋の時代 区分(キ リス ト誕生以前 ・以後)に 基

づいて、年代順の記述 を使 う。その他の年代順の

記述に関す るシステムを理解する。

一特徴的な要素間の関係 を際立たせて
、学習 した社

会の総括的な叙述 を起草する。

錘

一現在 との関係 も捉 えつっ
、学習 した多様な社会の

特徴的な様相について比較する。

一グラフ
、表、歴史カー ド、図像の証拠か ら情報を

抽出 ・生産 し、教科書やそ うでないもの といった

多様な種類のテキス トを検討す る。

一学習 した主題 を
、 口述 もしくは筆記で、話の形に

起草する。

1第一中等学校 の修 了時にお けるコンピテンス発達の1

圖
生徒は、過去の知識に対する興味 をより持

っ。 自主的に、歴史的事実と問題を調べる。

定住の形成、中世権力の形成から統一国家の

形成、共和国の形成 とい うイタリアの歴史にお

ける基本的な時期を知る。

中世、近代、現代 ヨー ロッパの基本的な経過

について知る。

新石器時代の文明化か ら産業革命 、グローバ

ル化 とい う世界の歴史についての基本的 な経

過を知る。

自分の環境 に関する歴史の基本的な様相に

っいて知 る。

イタ リア と人間社会の文化遺産 とい う側面

を知 り、評価す る。

個別の学習方法を作 り上げ、歴史的なテキス

トを知 り、様々な種類の資料か ら歴史的な情報

を抽出 し、それ らをテキス トの中で組織する。

得た歴史的な知識 をつなげあ うこ とに よっ

て説明することができ、自らの考察を論述する

ことができる。

現在の複雑性の中で対処をし、多様 な文化や

意見を理解 し、現代世界の基本的な問題を理解

するために、知識 と能力を使用する。

第一中等学校3年 生修了時における学習の目標

歴史資料の使用

一定め られ たテーマに関する知識を抽 出す るため

に、様 々な種類の資料を使用する。(文 書資料、

図像資料、物語体の資料、物質的な資料、口述資

料な ど)

一考古学に関わるような場所
、図書館、古文書館に

おいて作業す る際のい くつか手順や技術を理解す

る。

情報の組織

一集めた情報を基に して、問題 を表現す る。

一学習 した知識を組織するために
、空間 ・時間のグ

ラフと地図を構成する。

一イタ リア史
、 ヨーロッパ史、世界史との関係にお

いて、地域史を位置付 ける。
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概念的な道具 と知識

一地図、見取 り図、表、グラフを用いて、情報を選

択 ・整理 ・組織す る。

一学習 したイ タリア ・ヨーロッパ ・世界の歴史的時

期にお ける様相 と構造について理解する。

一学習 したテーマに関す る文化的遺産につ いて理

解する。

一環境問題 、文化交流の問題、市民集団の問題を理

解するために、学習 した知識を使 う。

蛙

一教科書 とそ うでないものの多様な情報 の資料か

ら選択 ・整理された知識 を利用して、テキス トを

生産す る。

一学習 した主題 を口頭で伝える。

地理(Geografia)

序文

地理学は、私達の惑星が人間の ものになったことと

それに伴 う自然 との関係 において共同体が行った活動

の経過 を研究す る科学である。時間上のこうした経過

は、環境を変化 させ、領域を 「形成」 し、私たちはそ

の中で生きている。 自然の歴史と人間の歴史は、異な

った時間 とともに発展 してきた。 自然の長い時間は、

それ よりも極端に短い人間の時間 と交錯する。新 しい

文化的見地や技術革新の成功による非常に早い変化の

結果 として、激 しい リズムになることもある。

こうした理由から、地理学は現在を注視 し、多様な

空間の繋ぎ目と人口統計的、社会一文化的、経済的様

相の中で研究を行 っている。 しか し、空間は安定状態

にはないので、地理学は時間とい う次元を捨象できな

い し、その領域に証拠を残 した事実を読解 ・解釈する

可能性 を扱 うことも捨象できないのだ。初等教育の最

初の学年においては、近くを意識的に探検することを

通 して、周 りの環境を知覚す るアプローチが重要であ

る。 この段階においては、体 と空間の関係 を確立する

ために、地理は運動科学 との強い連携の下に作用する。

自らの地理を構築 した後は、文化的な責任者(家 族、

教師、証人、特権者)の 役 目における大人の証拠を利

用することで、初等学校の最後の2年 間から第一中等

学校の3年 間の問に、生徒 は教科の体系的な次元に

徐々に近づ くことができる。特に地理には、時間的感

覚のす ぐそばで空間的感覚を獲得させ るとい う課題が

割 り振 られている。領域において自らを位置づけるた

めに、生徒は空間的な座標 を備 えている必要がある。

初等学校 の終わ りまでには、地域的な状況から始まっ

て、世界の状況に到達できるよ う、自らの空間的状況

の中で各要素を分析する習慣を身につける必要がある。

地域の現実 と世界の現実との比較、もしくはその逆は、

多様な尺度で読解 ・解釈 された空間の継続的な対比を

用いること、地図、航空写真、衛星の映像 を利用す る

ことで可能になる。

地理が提供できる放棄 し得ない形成上の他の機会と

は、多様 な視点か ら現実を観察する習慣 を身に付けさ

せ ることである。それは、地球上には中心はなく、む

しろ中心は無限にあると仮定す るところから始まる。

こうした観点において、知識の中や多岐にわたる自然、

領域、人間の比較の中だけではな く、市民性、文化交

流と言ったテーマ、そ して連帯感、他人への配慮 と容

認、人間 ・社会 ・文化の統合 といった価値観を内在化

させることも、地理の貢献によって成 し遂げ られ る。

先人か ら受け継いだ文化遺産は、その多様性におい

て領域における価値ある 「痕跡」 とな り、それに対す

る配慮は、地理が歴史および社会科学 と強い連携を持

つとい う目標になる。これ らの教科 とともに、次の世

代が回復できない資源の中か ら有毒でもなく使い果た

してもいない自然を利用できるように、地理は自然遺

産の保護 と回復を行 う企画 をも共有す ることになる。

ゴミのリサイクル と廃棄、汚染 との戦い、新 しいエネ

ルギーを生産する技術の発展、生物多様性の保護。地

理的な重要性 を持 つこれ らのテーマでは、他の科学

的 ・技術的教科 と連携することも重要である。領域 と

発達の学習では、コシステムの負担の範囲内で維持で

きるように、人間や住民の要求 と両立できるのかに焦

点を絞ることになる。

学校において地理を実践するということは、自覚的

で、自主的で、責任があり、批判的である世界市民を

形成することであり、そのような世界市民は領域 と同

居することができ、未来を見つめながら創造的 ・持続

的な方法で領域 を変えていくことができるのである。
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等学校修了時におけるコンピテンス発達の到達点

生徒は周 りの空間 と地図上で、空間を認識

する基準 と四方位基点、座標軸を利用 しなが

ら、自らの位置を確かめる。

地理的な空間は、関連 もしくは相互依存 と

い う関係 で結ばれた 自然の要素 と人為的な要

素によって構築 された領域システムであるこ

とを了解する。

(山地、丘陵地、平原、海岸、火山などの)

地形の特徴的な要素 を、特にイタリアのもの

に注意を払いなが ら、特定 し、知 り、記述す

る。

イタ リアにおけ る基本的な地理の 自然 の

「対象」(山 、川、湖 など)と 人為的 「対象」

(都市、港 と空港、イ ンフラな ど)を 知 って、

突き止めることができる

地図を解釈 し、簡単な地図のスケ ッチとテ
ーマに沿ったカー ドを作 るために、地理的な

言語を利用する。

複数の資料(地 図作成の、衛星の、写真の、

芸術 ・文学の)か ら、地理的な情報 を抽出す

る。

塵

一方角を認識 した り、直接観察 した りすることを通

して、身近な領域 を探索する。

一地形の様 々な種類を特徴付けてい る自然の要素

と人為的要素を特定す る。

一 自分の居住地や州を特徴付けてい る自然の要素

と人為的要素を知 り、記述す る。

初等学校の5年 生修了時における学習の目標

方位測定

一コンパスと四方位基点を利用 して、空間と地図上

で位置 を確かめる。

頭の中の地図

一間接的に観察できる道具(映 像化 されたもの と写

真に取られたもの、地図作成の文書資料、衛星の

映像など)を 使って、自身の頭の中の地図をイタ

リア内とよ り遠い場所に拡張する。

初等学校3年 生の修了時における学習の 目標

方位測定

一基準点 を通 して どちらを向いているのかを知 り、

空間を認識す るもの(上 、下、前、後、左、右な

ど)を 利用す ることで、周 りの空間の中で 自覚的

に動く。

地理的言語

一多様な尺度の地図を、テーマ図、グラフ、衛星の

映像を解釈することで、地域 と世界の事実と現象

を分析する。

一 自然上 と行政上の地域の位置 をイ タリアの地図

上で特定す る。

頭の中の地図

一自身の頭の中の地図を頼 りに して、動いた り、位

置を確かめたりしているとい う自覚を獲得す る。

頭の中の地図は、少 しずつ周 りの空間を探索する

ことで、構成 ・拡大するものである。

地理的言語

一縦の遠近法で知っている対象や領域(教 室
、自分

の家の部屋、学校の中庭など)を 表現 し、周 りの

空間における道筋を表現する。

一定まった基準点に 自分をおいて、身近な空間の地

図を読み、解釈する。

地形

一類似 と相違を特定すること(過 去の社会 ・歴史的

な見取 り図との関係においても)で 、イ タリアと

ヨー ロッパ、世界の地形を特徴付けている要素 と、

特別な環境的 ・文化的価値の要素を知 り、記述す

る。

髄

一特にイタリアの全体状況を学習する際に、地理的

地域の多義的な概念(自 然の、気候の、歴史 ・文

化の、行政の)を 知 り、応用する。
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領域と地方
一領域は関連、相互依存する自然の要素と人為的要

素によって形成されること、要素のうちの一つに

対するある人間の介入が連鎖的に他の全ての人間

に影響を及ぼすことを理解する。

一採用されたな解決方法を分析することと類似した

文脈において適切な解決方法を提案することで、

自然遺産と文化遺産の保護と有効利用に関した問

題を特定する。

第一中等学校の修了時におけるコンピテンス発達の

囲
生徒は、近 くと遠 くの領域のシステムを観

察 ・読解 ・分析す る。

自分を取 り巻 く環境に関す る空間上の情報

を効果的に伝えるため、地理的概念(例:立 地、

局地化、地方、地形、環境、領域、人為的自然

のシステムな ど)と 地図、空間の写真 と映像、

グラフ、統計データを適切に利用す る。

ヨー ロッパ と世界における基本的な地理 の

自然の 「対象」(山 、川、湖など)と 人為的 「対

象」(都 市、港と空港、インフラなど)を 知っ

て、突 き止めることができる

頭の中の地図を頼 りにして、行動 した り、動

き回った りできる。日常の経験 とこれまで得た

知識から引き出しなが ら、有意義な形で実行す

る。

ステレオタイプや先入観 を克服 しつつ、領域

上 と社会一文化上の文脈に関する多様な知識

を用いて、他者 と対峙することができる。

地形における重要な自然の要素と歴史上、美

学上、芸術上、建築上の緊急事態とを、保護 ・

有効利用すべ き自然遺産 と文化遺産 として認

識する。

多様 な地理的尺度の領域 システ ムにおける

人間の決 定 と行為に対 して予想 され うる結果

を評価す る。

第一中等学校3年 生修了時における学習の目標

頭の中の地図

一近所、居住 している行政上の地方、イタリア、 ヨ

ー ロッパ、世界の頭の中の地図を有意義な形で豊

かに し、組織する。
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一考古学に関わるような場所
、図書館、古文書館に

おいて作業する際のいくつか手順や技術を理解す

る。

地理的概念と知識

一領域 において意思疎通を図ったり
、行動した りす

るために、地理学の論理構造におけるいくつかの

概念 と要点を知 り、理解 し、利用する。立地、局

地化、地方、地形、環境、領域、人為的自然のシ

ステム。

空間的な論述

一多様 な地理的尺度において
、空間的 ・領域的に明

確 につながってい るものを領域の複雑性の中か

ら特定する。事実の相互依存、現象、要素間の関

係。

地理的言語

一自覚的に四方位基点
、尺度、地理上の座標、記号

の使用などを利用 しなが ら、様々な地図(地 形図

から平面球形図まで)を 読解 ・解釈す る。

一地理特有の言語、すなわち地理用語、グラフ、映

像(衛 星からのものも)、スケソチ、統計データを

使 うことで、領域システムとの関係を自覚的に読

解 ・伝達する。

地理的想像カ

ー地図、グラフ、映像、統計データ、旅行家のレポ

ー ト、物語ふ うのテキス トを利用 しながら、地理

的に正 しく一貫性のある方法で、多様な様相の中

から遠い(時 間的にも)地 形 と領域システムを 「、

見る」。

地理特有の方法、技能、道具

一一貫性があって、自覚的な方法で移動す るために、

道路地図と平面図を読む、公共交通の時刻表を利

用す る、行程上の距離だけではなく、経済(お 金

/時 間)的 な距離を計算す る。

一地理的空間の表現の新 しい道具や方法(電 子測量

とコンピューターによる製図)を 利用す る。



注

1http:11www
.istruzione,it(2010年2月28日 確 認)

zhttp
://archivio.pubblica.istruzione.it/normativa/2007/dm _3

10707.shtml(2010年2月28日 確 認)

(博 士 後 期 課 程)
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